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1. 参加学会 

International Conference on Electrical, Computer and Energy Technologies (ICECET) 

http://www.icecet.com/ 

 

2. 開催日 

2021 年 12 月 9 日（木）~12 月 10 日（金） 

 

3. 開催場所 

ケープタウン, 南アフリカ共和国 ⇒ オンライン 

(元々現地とオンラインのハイブリッドの予定だったが、オミクロン株流行により 

完全オンラインとなった) 

 

4. 参加学会について 

ICECET は、最新の技術情報の交換、質の高い研究結果の普及、当該分野の新開発の発

表、将来の方向性と優先事項の議論と形成のためのフォーラムを提供する、学際的かつ

査読付きの国際会議である。ICECET は、第一線の学術研究者、研究者、調査研究者が

一堂に会し、電気・コンピュータ・エネルギー技術のあらゆる側面に関する経験や研究

成果を交換・共有することを目的としている。 

 

5. 発表タイトル 

" Nagata Current Sources with Self-Bias Configuration Insensitive to Supply Voltage and 

Temperature" 

http://www.icecet.com/


 

発表スライド 

セッションスケジュール(日本時間 22:15 より) 

 

6. 感想 

発表の前に少し他のセッションを見ていると、この学会は本当に様々な国から参加し

ているのが印象的だった。アフリカの国々はもちろん、ヨーロッパ、南, 東南, 東アジ

アなど様々な国が参加していた。各国の人が話す英語もそれぞれ違っていて、面白さを

感じた。 

 

プレゼン自体は先にビデオを録画して送付済みであったので、リアルタイムで発表す

るよりは気楽に行うことができた。ただ改めて聞いてみると、少し雑音が入る環境で録

音しており気になったので、もう少し音に気を付けてやるべきだと思った。 



質疑応答ではセッションチェアのソニーOB、（元）群馬大学客員教授 萩原良昭先生が

質問してくださったのだが、私の英語力のなさから的外れな回答をしてしまった。最初

緊張していて、CMOS type は無いのにあると答えてしまったり、compensation を

comparison と聞き間違えたりしてしまった。後で小林先生からコメントを頂いて質問

の意味に気づくことができた。社会人になる上で、英会話は必要な能力なのでもっとリ

スニング、スピーキング能力を鍛えて、さらに私は発表の場だとすぐにあがってしまう

ので落ち着いて話せるようになりたいと思った。 

 

7. 謝辞 

ICECET 参加にあたりご指導を頂いた小林春夫先生、普段から学会参加を支援して頂

いている桑名杏奈先生、研究指導をして頂いている株式会社ジーダットの皆様、今回私

のセッションの座長を務めていただいた萩原良昭先生、そして今回 ICECET の開催を

支えてくださった皆さまに深く感謝を申し上げます。 


